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II　熱環境　　９　日射の利用と遮蔽（教科書 pp.88～93）

II　熱環境　　10　太陽放射（日射）と地球放射（教科書 pp.94～97）

１．今日の目標

１）太陽からの放射（日射）の概略を理解しよう。

２）日射の利用と遮蔽の方法を知ろう。

３）地球放射について知ろう。

２．太陽からの放射（日射）（教科書 pp.88～89，p.94）

２．１　太陽が放出するエネルギー

→分光分布は，教科書 p.94 の図 10-１を参照。

→　　　　　：大気圏外で太陽光線に直角な垂直面積が受ける太陽放射エネルギー強度

JO=1370［　　　　］

２．２　地表で観測される日射量

　　　日射：太陽からの指向性の強い日射

　　　日射：空全体からの指向性の弱い日射（大気中の空気分子などに衝突して，散乱された

後に地表まで到達する日射）

　　　日射＝　　　日射＋　　　日射

図　日射の分類（出典：参考文献［１］，p.25）
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２．３　直達日射量と天空日射量の計算

　晴天時の法線面直達日射量と水平面天空日射量は，下の式で計算できる。

・法線面直達日射量（ JD，［W/m
2］）

（下図も参照のこと。ただし， JOと JDは，図中では IOと Inとなっている。）

J J PD O
h= �

1

sin （１）（教科書 p.88 の（9.1）式）

ブーゲ（Bouguer）の式

図　直達日射量（出典：参考文献［２］，p.99）

・水平面天空日射量（ JS，［W/m
2］）

J J h
P

PS O

h

= � � �
-

�
1
2

1
1

sin
1-1.4 ln

sin

（２）（教科書 p.88 の（9.2）式）

ベルラーゲ（Berlage）の式

　ここで，

h；太陽高度（［°］もしくは［rad］）

ln： loge（自然対数）

1
sin

cosec
h

h=

P：　　　　　　　（教科書 p.88 の図９-２を参照のこと。）

大気の　　　　　の指標（0<P<1 の値を取る）。

値が高くなれば，直達日射は強くなり，逆に天空日射は弱くなる。

　　　や　　　によっても値が異なる。

・（水平面）全天日射量

J J h JH D S= � +sin （３）（教科書 p.88 の（9.3）式）
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２．４　方位による日射特性

→教科書 p.89 の図９-５をよく見て，理解しておくこと。

夏至：　　面の日射量は　　　面の約 1/2 程度

冬至：　　面の日射量最大（　　　面よりも大きい）。

南面は，日射を取り入れたい冬に日射量が　　　，遮蔽したい夏に 　　

３．日射の利用と遮蔽（教科書 pp.89～93，pp.96～97）

３．１ 　　　　　　　

　→ある部位にあたる日射量のうち室内に流れ込むものの割合

〔　　　　　　　〕＝〔日射透過率〕＋〔室内側表面熱伝達率〕

／｛〔室内側表面熱伝達率〕＋〔屋外側表面熱伝達率〕｝×〔日射吸収率〕

h t a
a a

= +
+

�i

i o

a （４）（教科書 p.89 の（9.5）式）

ここで，

h：日射熱取得率［単位なし］

t：日射透過率［単位なし］
a i：室内側表面熱伝達率［W/(m

2･K)］

a o：屋外側表面熱伝達率［W/(m
2･K)］

a：日射吸収率［単位なし］

３．２　　　　　　　　（ SC）

　→３mm の普通透明ガラスにおける日射熱取得率（約 0.88）を基準（＝１）として表した日

射遮蔽性能の指標

　　〔　　　　　　　〕＝〔日射熱取得率〕／0.88

　→日射遮蔽係数が大きいほど遮蔽効果は小さい

３．３ 　　　　　　　

　→10.17 配布の資料 p.14 も参照。

　　外壁などに日射があたる場合，日射の強さに応じて外気温が仮想的に上昇したと考えた温

度。

　〔実効温度差〕＝〔相当外気温〕－〔室温〕
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３．４　日射の利用

冬期には，日射を取り入れることが室内環境や暖房負荷の面から有利

→　　　　　　　　：暖房の大部分を日射で賄うように計画された住宅

→→　　　　　　性，　　　　　　性，　　　　性が重要

３．５　日射の遮蔽

夏期には，日射を遮蔽することが室内環境や冷房負荷の面から有利

・窓などの透明部分は，日射熱取得が大きい。

　→教科書 p.92 の図９-13 を参照。

　→→窓は　　　面を避け，できるだけ　　面に取り付ける（＋α（教科書 p.93 の図９-15 を

参照））

・窓面における日射遮蔽手法

　→教科書 pp.92～93 の図９-14 を参照。

注１）熱線吸収・熱線反射ガラスでは，　　　　光透過率も低下する可能性もあり。

注２）ブラインドやカーテンなどの　　　側での日射遮蔽よりも，外ブラインド，オーニン

グならびに庇などの　　　　側での日射遮蔽の方が効果的。

４．地球放射（教科書 pp.94～96）

地球は大気に向かって（長波長）放射を行っている。

教科書 p.95 の図 10-３を理解すること。

　〔実効放射〕＝〔地球放射〕－〔下向きの大気放射〕

実効放射は，夜間放射ともいう。なお，単位は，［　　　　］である。
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